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研究成果の概要（和文）：(1)応募者のこれまでの主要な研究内容である、(*)Sobolev型埋蔵定理に関連する
種々の関数不等式の構築、(**)関数不等式に付随するEuler-Lagrange方程式(楕円型偏微分方程式)の解構造の研
究の各々において、具体的な問題解決に取り組んだ。(2)関数不等式を数学的研究対象の基軸として(1) の(*)、
(**)は密接に関連することを踏まえ、(*)、(**)の各々において、これまでの研究方法、成果等を見直し、統一
的観点から相互的な研究手法を見出すことができた。上記(1)、(2)を主要な研究目的として本研究課題に取り組
み、本研究課題の研究機関において、いくつかの論文を執筆した。

研究成果の概要（英文）：(1)One of applicant's main research is (*) to establish several functional 
inequalities concerning Sobolev's embedding theorem, and (**) to investigate the solutions of 
Euler-Lagrange equations (elliptic partial differential equations) associated with functional 
inequalities. (2)Another one is to re-consider the relations between themes (*) and (**), and to 
give a systematic approach for those themes (*) and (**). As a result, applicant succeeded in 
publishing several academic papers related on the themes (1) and (2). 

研究分野：実解析

キーワード： 臨界関数不等式　楕円型不等式　変分解析

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
応募者の主な研究テーマはソボレフ空間上の種々の臨界不等式、または同不等式からEuler-Lagrange方程式を介
して得られる楕円型方程式の可解性を論じることである。一般に、ソボレフ空間は関数空間、関数解析および物
理的応用という観点における基礎的な空間であり、同空間の諸性質の精緻な解析は、数学的および物理的な応用
という意味において多くの効果が期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１．研究開始当初の背景 

 

応募者の主要な研究分野は, (1) 実解析, (2) 楕円型偏微分方程式に大別され, (1), (2) のそ

れぞれに対応する具体的な研究のキーワードは, (1) Sobolev 空間など関数空間を特徴付ける

関数不等式, (2) 関数不等式の最良定数を達成する関数(極大関数) が満たす楕円型偏微分方程

式の可解性である.  

 

２．研究の目的 

 

１．研究開始当初の背景で述べた (1),(2) の内容は, 関数不等式を軸に密接に関連しているこ

とが分かる. しかし, 応募者のこれまでの研究内容も含んで, 上記の(1),(2) の分野の研究の

方向性は互いに乖離している部分も多いように思われる. この現状を踏まえ, これらの分野の

手法を総合的に考察し, 統一的観点からそれらの見直しを図ることが本研究課題の研究目的で

ある.  

 

３．研究の方法 

 

研究計画・方法について, 次に掲げる2 つの基本方針を基軸に、本研究課題を遂行した。 

(1) 応募者のこれまでの主要な研究内容である, (*) Sobolev 型埋蔵定理に関連する種々の関

数不等式の構築, (**) 関数不等式に付随するEuler-Lagrange 方程式(楕円型偏微分方程式) の

解構造の研究の各々において, どのような今後の研究発展が見込めるかを明確にし, 具体的な

問題解決に取り組む. 

(2) 関数不等式を数学的研究対象の基軸として(1) の(*),(**)は密接に関連することを踏まえ, 

(*),(**)の各々において, これまでの研究方法, 成果等を見直し, どこまで統一的観点から相

互的な研究手法を見出せるかを探求する. 上記(1),(2) を基本的な研究方法として総合的な研

究推進を図る.  

 



４．研究成果 

 

本研究課題の研究内容・目的としては、主に以下の 2つの基本方針とした。(1)応募者のこれま

での主要な研究内容である、(*)Sobolev 型埋蔵定理に関連する種々の関数不等式の構築、(**)

関数不等式に付随する Euler-Lagrange 方程式(楕円型偏微分方程式)の解構造の研究の各々にお

いて、どのような今後の研究発展が見込めるかを明確にし、具体的な問題解決に取り組む。(2)

関数不等式を数学的研究対象の基軸として(1) の(*)、(**)は密接に関連することを踏まえ(*)、

(**)の各々において、これまでの研究方法、成果等を見直し、どこまで統一的観点から相互的な

研究手法を見出せるかを探求する。上記(1)、(2)を主要な研究目的として本研究課題に取り組ん

できたが、本研究課題の研究機関において、下記の論文を執筆した。 

[1]On the effect of equivalent constraints on a maximizing problem associated with the 

Sobolev type embeddings in R^N, Math.Ann.(2016) 

[2]A natural approach to the asymptotic mean value property for the p-Laplacian, 

Calc.Var. and PDE(2017) 

[3]Remarks on the Rellich inequality, Math.Z.(2017) 

[4]Existence and nonexistence of maximizers for the Moser-Trudinger type inequalities 

under inhomogeneous constraints, Math.Ann.(2019) 
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